
　

２
０
２
６
年
は「
午
年
」、
そ
し
て　

年
に
一
度
巡

６０

っ
て
く
る
「
丙
午
」
で
す
。

　

午
は
十
二
支
の
７
番
目
で
動
物
の
馬
が
当
て
は
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
午
の
刻
は
昼
の　

時
を
中
心
と
す

１２

る
２
時
間
。　

時
が
正
午
で
、
前
を
午
前
、
後
を
午

１２

後
と
す
る
由
来
で
も
あ
り
ま
す
。
方
位
は
南
。
子
午

線
の
語
は
こ
れ
に
寄
り
ま
す
。「
何
事
も
馬
く
い
く
」

と
、
古
来
よ
り
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
神
様
の
使
い

と
し
て
も
崇
め
ら
れ
て
き
た
、
縁
起
の
よ
い
干
支
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
年
は
、
馬
の
よ
う
に
一
直
線
に
駆
け
抜
け
る
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、「
陽
気
」「
情
熱
」「
前
進
」「
飛
躍
」

と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
新
し
い
挑
戦
や
冒

険
に
適
し
た
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬
は
約
６
０
０

０
年
前
に
家
畜
化
が
始
ま
り
、
人
類
の
文
化
と
発
展

に
不
可
欠
な
存
在
で
し
た
。
今
も
乗
馬
や
競
馬
な
ど

日
常
文
化
の
中
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

古
墳
時
代
に
朝
鮮
半
島
経
由
で
伝
来
し
農
耕
な
ど
に

活
用
さ
れ
、
武
士
の
時
代
に
は
馬
術
が
発
達
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
馬
と
人
と
の
付
き
合
い
は
長
く
、

昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
の
で
、
馬
に
ま
つ
わ
る
言

葉
や
こ
と
わ
ざ
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

馬
力
（　

㎏
の
重
量
の
物
体
を
１
秒
間
に
１
ｍ
動

７５

か
す
力
が
１
馬
力
、
人
間
の
平
均
的
な
馬
力
は
０
・

１
馬
力
）、
馬
魚
（
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
）、
馬
頭
観
音

１２４

会

員

の

広

場

２
０
２
６（
令
和
８
）年
、
午
年
に
つ
い
て

田
川　
修
二
（
東
京
）

菩
薩
、
馬
軍
、
騎
兵
隊
、 
厩
所
皇
子 
（
聖
徳
太
子
の

う
ま
や
ど
の
み
こ

名
）、 
馬  
酔  
木 
、
兵
馬
俑
、
ペ
ガ
サ
ス
、
ク
サ
ン
ト

あ 

せ 

び

ス
、
若
駒
、
仔
馬
、
馬
を
鹿
、
親
馬
鹿
子
馬
鹿
、
火

事
場
の
馬
鹿
力
、
春
の
馬
、
孕
馬
、
春
駒
―
―
―
。

　
「
千
里
馬
」、「
馬
の
耳
に
念
仏
」、「
尻
馬
に
乗
る
」、

「
馬
子
に
も
衣
装
」、「
馬
が
合
う
」、「
生
き
馬
の
目

を
抜
く
」、「
赤
馬
が
飛
ぶ
」、「
追
う
は
桂
馬
に
逃
げ

る
は
一
間
」、「
天
高
く
来
馬
肥
ゆ
る
秋
」、「
子
馬
の

朝
駆
け
」、「
馬
耳
東
風
」、「
下
馬
評
」、「
倚
馬
の

才
」―
―
―
。

　

次
に 
人  
間 
訓
に
あ
る
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
の

じ
ん 
か
ん

由
来
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
中
国
の
北
境
の
塞
の
近
く
に
住
む
老
人（
塞
翁
）

の
馬
が
逃
げ
た
。
近
所
の
人
々
は
同
情
し
ま
し
た
が
、

老
人
は
『
悲
し
む
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
幸
せ

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
言
っ
た
。
数
カ
月
後
、

逃
げ
た
馬
が
立
派
な
馬
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

近
所
の
人
々
は
祝
福
し
ま
し
た
が
、
老
人
は
『
こ
の

こ
と
が
禍
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
言
っ
た
。
老

人
の
家
に
は
良
い
馬
が
増
え
た
が
、
乗
馬
の
好
き
な

老
人
の
息
子
が
落
馬
し
て
足
を
骨
折
し
た
。
近
所
の

人
々
が
老
人
を
慰
め
る
と
老
人
は
『
こ
の
こ
と
が
幸

い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
言
っ
た
。
１
年
後
、

敵
の
大
軍
が
攻
め
入
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
若
者

が
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
て
戦
死
し
ま
し
た
が
、
老
人

の
息
子
は
足
が
悪
か
っ
た
た
め
に
召
集
さ
れ
ず
、
戦

死
し
な
く
て
済
ん
だ
」

　

こ
の
故
事
に
は
、
人
生
を
前
向
き
に
生
き
る
ヒ
ン

ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
馬
は
古
来
よ
り

速
さ
・
力
・
忠
誠
心
な
ど
の
象
徴
に
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
と
わ
ざ
に
は
鋭
い
風
刺
や
教
訓
、
知
識
な

ど
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
て
、
不
思
議
に
人
を
引

き
付
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
午
年
の
節
目
に
こ
そ
、

馬
の
よ
う
に
堂
々
と
駆
け
抜
け
た
い
も
の
で
す
。

（
馬
・
午
・
う
ま
の
こ
と
わ
ざ
に
興
味
の
あ
る
方
は
事

務
局
ま
で
連
絡
を
。
詳
し
い
資
料
を
提
供
し
ま
す
）

１２５　経済倶楽部講演録―２０２６．２


